
1

近
年
の
交
通
事
故
状
況
は
死
者
数
が
こ
の
５
年

間
で
年
々
減
少
し
８
０
０
０
人
台
か
ら
６
０
０
０

人
台
前
半
へ
と
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
交
通

事
故
件
数
、
負
傷
者
数
は
、
昨
年
は
前
年
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
事
故
件
数
で
は
90
万
件
前
後
、
負

傷
者
数
で
は
１
０
０
万
人
を
超
え
る
高
い
水
準
で

発
生
し
、
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
事

故
に
加
え
て
少
子
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
が

被
害
に
あ
う
事
故
も
少
な
く
な
い
。

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

う
し
た
近
年
の
事
故
状
況
、
交
通
社
会
の
動
向
を

背
景
に
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、
お
客

様
の
期
待
に
応
え
る
安
全
運
転
教
育
の
提
供
を
目

的
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
新
た
に
オ
ー
プ
ン

し
た
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は

３
つ
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

第
１
は
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
た
質
の
高
い
新

し
い
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
①
多
発
事
故
対

応
②
夜
間
事
故
対
応
③
安
全
デ
バ
イ
ス
体
験
④
運

転
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
―
の
導
入
で
あ

る
。
第
２
は
、
効
果
的
で
効
率
の
高

い
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
、
安
全
で
快

適
な
施
設
、
環
境
の
充
実
で
あ
る
。

第
３
は
、
全
て
の
交
通
参
加
者
に
よ

り
一
層
の
気
づ
き
･
行
動
変
容
を
促

す
教
育
手
法
を
基
に
指
導
す
る
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。

2007年 8月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ413号

1964年の開設以来、運転技術に偏らないモラルを持ったドライバー
を育てる「人間教育」を基本理念に、日本の安全運転教育をリード
してきた鈴鹿サーキット交通教育センター（三重県鈴鹿市）が8月2
日、新たに生まれ変わった。より質の高い指導を可能とする先進の
施設や新しい教育プログラム、それらを実際に体験した方々の声を
紹介しながら、自らの運転について、より一層の「気づき」を促す
安全教育の進化と広がりを探る。

特集：新「鈴鹿サーキット交通教育センター」オープン

「気づき」を促す運転者教育の進化と広がり
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社
会
の
ニ
ー
ズ

●
追
突
事
故
・
出
会
い
頭
事
故
な
ど
多
発

す
る
自
動
車
事
故
の
防
止

●
致
死
率
の
高
い
夜
間
事
故
の
防
止

●
増
加
す
る
高
齢
運
転
者
事
故
の
防
止

お
客
様
の
期
待

●
個
人
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育

●
認
知
･
判
断
の
ミ
ス
へ
の
効
果
的
な
教
育

●
進
化
し
た
車
両
に
対
応
し
た
教
育

●
安
全
で
快
適
な
研
修
環
境
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主
に
事
故
を
起
こ
し
た
人
、
高
齢
者
を
対
象
に
、

追
突
や
出
会
い
頭
事
故
な
ど
の
多
発
事
故
の
防
止
の

た
め
、
記
録
映
像
を
見
な
が
ら
の
振
り
返
り
や
体
験

を
通
じ
て
意
識
を
変
え
、
よ
り
良
い
運
転
行
動
の
定

着
を
図
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
基
本
の
流
れ
を
次
の
よ

う
に
構
成
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
柔
軟
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
。

①
前
走
行
（
設
定
コ
ー
ス
を
走
行
し
、
運
転
行
動
を

記
録
）

②
振
り
返
り
（
記
録
映
像
を
見
な
が
ら
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
振
り
返
り
･
気
づ
く
）

③
理
解
促
進（
問
題
行
動
修
正
の
た
め
の
実
践
教
育
）

④
確
認
走
行
（
再
び
走
行
し
、
修
正
を
確
認
）

⑤
ま
と
め

﹇
特
徴
﹈

●
運
転
行
動
を
C
C
D
カ
メ
ラ
画
像
と
運
転
操
作
デ

ー
タ
と
と
も
に
映
像
と
し
て
記
録
。

●
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
行
う
映
像
の
振
り

返
り
か
ら
、
運
転
行
動
の
良
い
点
、
悪
い
点
を
気

づ
か
せ
、
行
動
の
変
容
に
つ
な
げ
る
教
育
方
法
。

（
※
自
己
観
察
法
）

●
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
実
技
、
座
学
を
織
り
込
み
、
事

故
防
止
の
理
解
促
進
を
図
る
教
育
を
適
宜
行
う
。

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
か
ら
企
業
ド
ラ
イ
バ

ー
、
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
対
象
。
夜
間
事
故

の
原
因
を
臨
場
感
の
あ
る
映
像
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
理
解
し
て
も
ら
い
、
事
故
の
重
大
性
へ
の

意
識
を
高
め
、
安
全
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
・
５
時
間
を
基
本
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
構
成
。

①
導
入
（
夜
間
の
事
故
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
）

②
現
状
把
握
（
現
実
に
起
き
た
事
故
事
例
の
確
認
）

③
立
場
体
験
（
当
事
者
の
立
場
で
原
因
を
考
え
る
）

④
理
由
検
証
（
映
像
な
ど
を
通
し
て
検
証
）

⑤
行
動
計
画
（
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
て
決
め
る
）

﹇
特
徴
﹈

●
昼
夜
を
問
わ
ず
教
育
で
き
る
屋
内
施
設

●
１
８
０
型
の
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
よ
り
、
臨
場
感
豊
か
に
再
現
さ
れ
た
事
例
を

当
事
者
の
身
に
な
っ
て
体
感
で
き
る
。

●
対
象
に
応
じ
、
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
の
映
像

と
模
擬
体
験
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

●
免
許
の
有
無
や
二
輪
、
四
輪
を
問
わ
ず
、
運
転
者
、

歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
教
育
で
き
る
。

最
新
技
術
を
取
り
入
れ
、
よ
り
進
化
し
た
安
全
運
転
教
育
を
提
供

■本館
ロビーやラウンジは快適で、くつろぎ
感のあるスペースを確保。教室は8室、
シミュレーター室は3室。8団体300
人までの研修に対応できる。

■スラロームコース
フラット化され、二輪車のトレーニン
グの安全性が向上。四輪大型車の利用
も可能になった。

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
個
々
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
た
質
の
高
い
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
施
設
面
で
は
ク
ル
マ
を
操
る
楽
し
さ
、
走
る
楽
し
さ
を
さ
ら
に
体
感
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

多
発
事
故
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム

1

2
夜
間
事
故
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム

2007年 8月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ413号

車載のCCDカメラで撮影した、ドライバー自身の様
子と走行中の車両前方の風景、また操作状況を1つ
の画面に合成した映像を使って振り返りを行う

ドライバーの安全確認動作や
ハンドルなどの操作状況

車両前方の風景

アクセル（TP）、ブレーキ（BK）の操作状況

※自己観察法＝東北工業大学の太田博雄教授らが（財）国際交通安全学会などで研究成果を報告している手法。自分の運転をビデオで録画して観察し、「我が身振り見て、我が振り直す」手法。
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主
な
対
象
は
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル

（
H
D
S
）
を
利
用
す
る
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
、
四
輪

販
売
会
社
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
の
勉
強
会
。
安
全
デ
バ

イ
ス
の
効
果
と
限
界
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

よ
り
安
全
な
運
転
行
動
に
導
く
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１

時
間
か
ら
で
、
次
の
よ
う
に
構
成
（
安
全
デ
バ
イ
ス

の
種
類
に
よ
り
変
わ
る
）

①
説
明
（
安
全
デ
バ
イ
ス
の
機
能
や
限
界
を
映
像
と

解
説
で
確
認
）

②
走
行
体
験
（
実
際
の
交
通
環
境
を
想
定
し
た
走
行

体
験
）

③
運
転
行
動
整
理
（
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
う
べ
き
走
行

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

④
ま
と
め

﹇
特
徴
﹈

●
C
M
B
S
（
追
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
）、
V
S
A

（
横
滑
り
抑
制
機
能
）、
A
B
S
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク

ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
）、
ナ
イ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

の
作
動
を
体
験
で
き
る
。

特集：新「鈴鹿サーキット交通教育センター」オープン

鈴鹿サーキット交通教育センターの新た

な教育プログラムを体験し、21世紀型の安

全運転力を育む新たなステップを感じまし

た。安全運転力は「基本力（原理と原則）」

「先進力（技術と工夫）」「社会力（コミュ

ニケーションと快さ）」の３つで構成され

ています。クルマの挙動に関する原理や、

交通法規などの原則といった「基本力」の

教育をベースに、「先進力」と「社会力」

が進化しています。「先進力」では受講者

の運転行動を記録し、客観的データとして

提示できる仕組みを構築した点に工夫が見

られます。受講者一人ひとりの行動特性を

浮き彫りにして、それを単なる良い悪いと

いう評価ではなく、客観的事実として伝え

る─これは受講者に行動変容を促す上で、

たいへん有効です。これからの安全運転教

育は「テーラーメイド※研修」をめざして

いくと、私は考えています。多発事故対応

プログラムや運転習慣チェックプログラム

は、その先取りをしていると言えます。そ

して、教室やコースなど施設の設計、イン

ストラクターの指導方法など、安全運転を

いままで以上に楽しみながら学べるように

配慮されているという点で「社会力」も向

上しています。

また、新たな教育プログラムでは、より

現実に近い危険場面を体験することが可能

になっています。例えば安全デバイス体験

プログラム。CMBS（追突軽減ブレーキ）

の体験ではコース上に障害物を設置して、

実際の追突に近い状況で体験することによ

って、その効果をよりわかりやすく確認で

きます。危険が迫った時の怖さを体感して

もらうことは重要で、これはきちんとした

技術力があるから提供できることです。

自動車交通は同じ面をクルマや自転車、

歩行者が移動する「面のモビリティ」だと、

私はとらえています。ですから、交通安全

については、歩行者も含めたすべての交通

参加者が相手の行動特性を知り、自分の行

動を考え直してもらうための教育を広げて

いく必要があります。夜間事故対応プログ

ラムでは、そうした教育も可能な内容にな

っています。

新たに生まれ変わった鈴鹿サーキット交

通教育センターはハードウェアやソフトウ

ェアだけでなく、安全意識を醸成するマイ

ンドウェアの領域も充実させることができ

ています。このノウハウは日本だけでなく、

世界にも通用するものだと思います。

※テーラーメイド＝「注文による」「特別あつらえの」。ここでは個
人個人の身体や特性に応じたという意味で、例えば医療分
野において言えば個人に合った予防・治療を行うことを指す。

２１世紀型の安全運転力を
育む新たなステップ

小口泰平（財）国際交通安全学会会長
芝浦工業大学名誉学長

■運転と反応コース
地表面にLEDを設置。LEDの光を走行
する前車と仮想した模擬追突を行うこ
とができる。

■スキッドコース
摩擦係数を従来の1種類から5種類に
増やし、凍結路、圧雪路など悪条件の
路面を再現。傾斜地を設定したことに
より、アイスバーンの登坂路を想定し
たトレーニングもできる。

■ブレーキングコース
全長270ｍ。乾いた路面と濡れた路面
での並走比較が可能になった。

■バリアブルコース
1時間に最大50mmの雨を再現することがで
きる降雨装置を備え、雨天時のトレーニン
グを常に行うこ
とができる。縦
列駐車、車庫入
れなどのトレー
ニングや周回路
と組み合わせた
合流のトレーニ
ングもできる。

●施設紹介 総敷地面積53,500㎡

3
安
全
デ
バ
イ
ス
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

2007年 8月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ413号

CMBS作動体験用ターゲットを使用しての走行体験
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●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
術
研
究

所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー

﹇
四
輪
﹈＝
関
東
電
気
保
安
協
会
、
リ
コ
ー
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
サ
ミ

ー
、
東
京
エ
ム
ケ
イ
、
ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
チ
ー

フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ
ス
、

本
田
技
術
研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー（
栃
木
）、
本
田
技
研
工
業

●﹇
官
公
庁
﹈／﹇
二
輪
﹈＝
福
島
県
警
察
本
部
、
山
形
県
警
察
本
部

﹇
四
輪
﹈＝
福
島
県
警
察
本
部
、
宇
都
宮
市
役
所
、
航
空
自
衛
隊

●
﹇
学
校
﹈／﹇
二
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
関
東

﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
関
東

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
の
各
コ
ー
ス
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
親
子

で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー

ジ﹇四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス

ク
ー
ル

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
セ
コ
ム

﹇
四
輪
﹈＝
日
本
メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ
ク
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

﹇
講
話
﹈＝
本
田
技
研
工
業

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
Ａ
Ｍ
・
初
級
Ｐ
Ｍ
・
初

級
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
初
級
Ａ
Ｍ
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
ス

ペ
シ
ャ
ル
初
級
Ｐ
Ｍ

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
、
Ｈ

Ｄ
Ｓ
初
級
半
日
・
車
庫
入
れ
マ
ス
タ
ー
半
日
・
車
庫
入
れ
マ
ス
タ
ー
サ
ン

セ
ッ
ト
の
各
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル

﹇
交
通
安
全
教
室
﹈＝
埼
玉
県
日
蓮
宗
少
年
少
女
修
養
道
場
寺
子
屋

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
本
田
技
術
研
究
所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー
、
本
田
技

術
研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー

﹇
三
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
技
術
研
究
所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー

﹇
四
輪
﹈＝
視
察
体
験
会
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ

ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所

﹇
講
話
﹈＝
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ
ス

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス

ト
・
バ
ラ
ン
ス
セ
カ
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
入
門
・
ナ
イ
ス
ミ
ド

ル
・
初
級
レ
デ
ィ
ー
ス
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ

ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
入
門
・
初
級
・
総
合
の
各
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ

イ
ブ
ス
ク
ー
ル

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
シ
ニ
ア
講
習
、
初
心
者
講
習
、
取
得
時
講
習
、
Ｈ
Ｍ

Ｓ
サ
ン
セ
ッ
ト
、
中
級
１
日
、
初
中
級
半
日
、
体
験
ス
ク
ー
ル

﹇
四
輪
﹈＝
シ
ニ
ア
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
中
部
ガ
ス
、
日
本
自
動
車
教
育
振
興
財
団

﹇
四
輪
﹈＝
ヤ
マ
ハ
、
東
海
理
化
電
技
製
作
所
、
中
部
ガ
ス
、
エ
ン
シ
ョ
ウ
、

矢
崎
部
品
大
東
工
場
、
日
東
工
業
、
中
部
建
設
協
会
名
古
屋
支
所
、
日
本

自
動
車
教
育
振
興
財
団
、
視
察
体
験
会
、
本
田
技
研
工
業
浜
松
製
作
所

﹇
講
話
﹈＝
日
本
電
技

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
敦
賀
市
役
所
、
東
京
地
方
検
察
庁
、
清
水
税
関

支
署

●
学
校
／﹇
自
転
車
﹈＝
大
井
川
高
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中

級
・
初
中
級
・
中
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
・
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
・
レ

デ
ィ
ー
ス
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
、
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
ト
ラ
イ
ア
ル

中
級
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ

ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ

テ
ィ
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル
、
ビ
ー
ト
で
楽
し
い
走
行
会

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
Ｋ
Ｙ
Ｂ
、
四
国
電
力
、
関
西
電
気
保
安
協
会
、
リ

コ
ー
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
棚
橋
研
究
所
、
ド
ミ
ノ
ピ
ザ
西
日
本
、
大
阪

ガ
ス
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
、
本
田
技
研
工
業

鈴
鹿
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
大
阪
地
方
検
察
庁
、
名
古
屋
市
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ

バ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
学
校
／﹇
交
通
安
全
教
室
﹈＝
津
島
東
小
学
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
各
コ
ー
ス
、

親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
、・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
、
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ブ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
セ
ネ
ッ
ク
西

日
本
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
、
Ｂ
Ｐ
カ
ス
ト
ロ
ー
ル
、
九
州

電
力
、
明
治
乳
業
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
萩
自
動
車
学
校
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ホ
ン
ダ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
塾
、
本
田
技
研
工
業

﹇
三
輪
﹈＝
ピ
ー
シ
ー
エ
ス

﹇
四
輪
﹈＝
萩
自
動
車
学
校
、
九
州
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ト
ー
ル
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
イ
ク

ロ
シ
ス
テ
ム
、
化
学
及
血
清
療
法
研
究
所
、
セ
コ
ム
九
州
本
部
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ネ
オ
メ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
九
州
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
、
視
察
体
験
会
、
チ

ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
官
公
庁
／﹇
二
輪
﹈＝
熊
本
県
警
察
本
部
交
通
機
動
隊

﹇
講
話
﹈＝
荒
尾
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
御
船
地
区
安
全
運

転
管
理
者
等
協
議
会
、
八
代
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
阿
蘇

地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
熊
本
北
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等

協
議
会
、
熊
本
南
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
熊
本
東
地
区
安

全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
熊
本
家
庭
裁
判
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
レ
デ
ィ
ー
ス
・
初
級
・
中
級
・
中
級
バ
ラ
ン

ス
・
中
級
半
日
・
上
級
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ

ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド

の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
入
門
・
車
庫
入
れ
マ
ス
タ
ー
・
中
級
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆

セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅰ
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅱ
の
各
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
健

康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル

活
動
短
信
●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
　
７
月

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
和
光

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８（
４
６
１
）１
１
０
１

ア
ク
ティ
ブ
セ
ー
フ
ティ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５（
６
４
）０
１
０
０

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９（
２
９
７
）４
１
１
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
４
３
７
）５
５
５
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
５
２
７
）１
１
３
１

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
３（
７
８
）０
３
８
７

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
福
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
９
６
３
）１
４
２
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６（
２
９
３
）１
３
７
０

2007年 8月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ413号

当社では毎年、6

月頃に鈴鹿サーキッ

ト交通教育センター

で新入社員の交通安

全研修を実施してい

ます。

研修の意義の一つは急ブレーキや濡れた路面での

スキッド体験など、交通教育センターでしかできな

いプログラムが体験できることにあります。新たな

教育プログラムが導入されたことにより、今後はペ

ーパードライバーや、多少運転に慣れ、頭の中では

うまく運転できると過信している、そういう新人た

ちにまず、運転習慣チェックプログラムで自分の運

転の現実を確認させることから研修を始めようと考

えています。自己評価との実際の運転行動の乖離を

認識させ、正しい運転行動に修正するための実践教

育に臨んでもらう。研修の最後にもう一度、自分の

運転のチェックを行い、どれだけ自分の運転行動が

修正されたかを確認することも加えようと思ってい

ます。

もう一つの意義は研修で運転の感受性が養えるこ

とです。夜間事故対応プログラムでは薄暮時から夜

間にかけて、丁度、営業車が帰社するのと同じ交通

状況が映像で体験できる。新人であれば早く帰ろう

と焦りの中で運転することもあるかもしれず、そう

いう状況にどれだけ危険が潜んでいるのかを研修の

中で話し合えます。夜間、高齢歩行者がどのように

歩き、自転車が走っているのか、ディスカッション

することが大きな経験になると思います。

私どもでは事業所ごとのOJTの仕組みとして、先

輩社員が新入社員の指導役・相談役になるメンター

制度を実施しています。近い将来、鈴鹿の新入社員

研修に所属長やメンターの先輩社員も参加して指導

役と新入社員共に教育し合える場を持ちたいと考え

ています。その研修から新入社員も指導者の先輩社

員も、ともに成長していく─鈴鹿は気づきと意識づ

けの場であってほしいと思っています。

気づきと意識づけの
教育への期待

企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
を
主
な
対
象
と
し
、
運
転
の
習

慣
（
癖
）
を
２
種
類
の
評
価
表
で
個
人
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
よ
り
安
全
な
運
転
行
動
へ
の
動
機
づ
け

を
行
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
時
間
か
ら
で
、
次
の
よ

う
に
構
成
。

①
自
己
評
価
記
入
（
10
項
目
の
事
前
自
己
評
価
）

②
実
走
行
（
D
T
M
車〈
※
上
記
参
照
〉
に
よ
る
測
定
走
行
）

③
評
価
表
出
力
（
自
己
評
価
と
客
観
評
価
の
乖
離
を

デ
ー
タ
を
活
か
し
提
示
）

④
理
解
促
進
（
運
転
行
動
修
正
の
た
め
の
実
践
教
育
）

⑤
ま
と
め

﹇
特
徴
﹈

●
周
回
路
を
走
行
す
る
受
講
者
の
運
転
行
動
を
車
載
機

受
講
者
に
自
己
評
価
と

実
際
の
運
転
行
動
の
乖
離
を

認
識
し
て
も
ら
う

■ドライビングテクニック
メジャー（DTM）車

運転習慣チェックプログラムで、
受講者の運転行動を測定するた
めの車両。アクセルやブレーキ、
ウインカーなどの操作状況や、
コースの走行軌跡が測定できる。
データは無線LANシステムによ
り、サーバーに転送される。

川上孝弘
UCC上島珈琲（株）
総務人事本部　
人材開発部部長

器
が
高
精
度
に
取
得
。

●
デ
ー
タ
は
無
線
L
A
N
に
よ
り
サ
ー
バ
ー
に
転
送
さ

れ
て
評
価
を
出
力
。

●
転
送
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
指
導
と
評
価
表
に
よ
る

明
確
な
理
解
。

●
実
技
や
座
学
を

織
り
込
み
、
良

い
習
慣
へ
と
結

び
つ
け
る
。

4
運
転
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

特集：新「鈴鹿サーキット交通教育センター」オープンNEWS REVIEW

7月1日から8月31日までの2ヵ月間、長野県北佐久郡軽
井沢町にて「軽井沢自転車セイフティラリー」が開催され
る（主催：軽井沢交通安全協会　後援：軽井沢町、軽井沢
警察署、軽井沢観光協会、軽井沢町商工会、ＦＭ軽井沢）。
この催しは、地元のホテルや菓子店など11社・団体が特別
協賛、16のレンタサイクル店が協賛店となり、軽井沢町の
ショッピング街から豊かな自然の中までを自転車で駆け巡
る、誰でも参加できる自転車ラリー。5つのチェックポイン
トをまわり、自転車の交通ルール
に関する問題を解きキーワードを
集めると、抽選で軽井沢のホテル
宿泊券など豪華景品が当たる。

主催した軽井沢交通安全協会会長の上原脩司さんは、「軽
井沢は、夏には多くの観光客が訪れます。自転車で自然を
楽しまれる方も多く、歩道は自転車が走行できるように整
備され標識を設けています。しかし、不慣れな道で自転車
の交通ルールを知らない観光客の事故も多い。軽井沢に来
てよかったと喜んで帰っていただくために、軽井沢の観光
をしながら交通安全を学べる自転車ラリーを企画しました」
と語る。軽井沢警察署交通課長土屋伸幸さんによると、「軽
井沢町では、平成14～18年までの5年間の自転車事故の
約28％が県外居住者。長野県全体では同5年間に県外居住
者の自転車事故は約1％という数字と比較するとかなり高
い」。上原さんは、「8月末までのこの機会に、交通ルール
を学び軽井沢の自然をぜひ楽しんでほしい。多くの方の自
転車セイフティラリーの参加をお待ちしています」と話す。

7月24日、ホンダ輸送グループ安全協議会主催の「交通
安全標語・ポスター表彰式」が鈴鹿サーキットホテルハー
モニーホール（三重県鈴鹿市）にて開催された。同協議会
は、本田技研工業（株）の製品輸送を手がける日本梱包運輸
倉庫（株）、ホンダ運送（株）、（株）ホンダロジスティクスの
3社で構成され、交通事故をゼロにすることを目的に掲げ、
教育・指導・広報活動を
行い、安全運転の啓発と
意識高揚を図っている。
毎年、同協議会では交
通安全啓発活動の一環と
して「交通安全標語・ポ
スター」を各社の社員と
その家族から募集し、表彰を行っている。今年は、標語の
部で応募者数3710名、作品数5332点から、最優秀賞各社
1名、優秀賞各社3名、ポスターの部で、応募者数301名、
作品数318点から、最優秀賞各社1名、優秀賞各社1名、
子ども作品賞（幼児・小学校低学年・高学年の3部門）各
社3名が表彰された。最優秀賞の標語は以下の通り。
●「広げよう　ゆとりと　視野と　車間距離」
日本梱包運輸倉庫（株）・岡部米子さん
●「安全は常に『基本』の積み重ね　プロが示そう　模範
運転」ホンダ運送（株）・豊田安弘さん
●「いつも　どこかで　小さな手　伝える信号　見落とす
な」（株）ホンダロジスティクス・延命正樹さん
この最優秀賞の標語は、秋の全国交通安全運動から1年
間、全社で掲載される。また、ポスターの部では、日本梱
包運輸倉庫（株）・寺嶋絵美さん、ホンダ運送（株）・横
山瑠衣さん、（株）ホンダロジスティクス・宮 由紀さん
が最優秀賞に輝いた。

●軽井沢自転車セイフティラリー

軽井沢の自然を楽しみながら
交通ルールを身につける

●ホンダ輸送グループ安全協議会
交通安全標語・ポスター表彰式

家族で交通安全を考える
標語・ポスターの表彰

TOPICS
〈評価表〉

8月2日、鈴鹿サーキット交通教育センターにおいて、新たな交通安全教育
の拠点としてスタートを切る同センターの開所式が開催された。これまで同セ
ンターを利用してきた企業や団体、地元である三重県や鈴鹿市の関係者など約
150人が参加した。式典は午前11時に始まり、
土橋哲・（株）モビリティランド取締役社長、
吉見幹雄・本田技研工業（株）専務取締役安
全運転普及本部本部長が、主催者を代表して
挨拶した。参加者は式典後、昼食をはさんで
午後1時より3時まで行われた体験会で、最新
の技術を取り入れた教育プログラムを体感した。

１５０人が参加、開所式・体験会を開催

吉見幹雄・本田技研工業（株）
専務取締役安全運転普及本部本部長


